




おもな機能と特長 使いかた

各部のなまえ

シートパイプを握って押し下げないでください。手をはさんでけがをする恐れがあります。

乗り降り時は、必ず駐車用ブレーキをかけてください。車いすが動きだし大変危険です。

バックサポート

駆動輪

ハンドリム

駐車用ブレーキ

プルアップベルト

フット・レッグサポート

キャスタ

ポケットシート

フットサポート

レッグサポート

スカートガード

背アウターシート

駐車用ブレーキの
レバー

シートパイプ

セパレートフットサポート

跳ね上げ式パイプアームサポート
〈 iSタイプ 〉

格納式転倒防止装置

1 駐車用ブレーキのレバーを引いて、
両輪のブレーキをかけます。

1 車いすを自分の
真横によせます。

3 車いすをしっかりと
持ち、腰を浮かせて
ゆっくり乗り移ります。

4 両足を
フットサポートに
乗せます。

2 駐車用ブレーキの
レバーを引いて、
両輪のブレーキをかけます。

「乗りかた」と逆の要領で行ってください。

● 乗りかた

● 降りかた

2 シートパイプを手の平で押し下げます。
＊シートパイプを握らないでください。
＊片側の車輪を少し浮かせた状態で開くと、
　スムーズに開きます。

3 セパレートフット
サポート装着車の
場合は、
フットサポートを
降ろします。

車いすの開きかた

乗り降りのしかた 対マヒ使用者の場合

● シーティング機能
　  バックサポートと座面のシートの張り具合を、体型に合わせて調節することができます。
　  （テンションバックシート選択の場合）

● モジュール機能
　  座面の高さおよび角度、駆動輪の前後位置をお好みに合わせて調節することができます。

各部の調節は販売店へご依頼ください。

initial G

initial S

※クッション別売り

駆動輪の取り外し・取り付け
ワンタッチで駆動輪を外せるため、コンパクトに収納、持ち運びができます。

1 駐車用ブレーキを解除します。

2 車軸中心のプッシュボタンを
押しながら、車軸ごと
駆動輪を引き抜きます。

3 反対側も同様に取り外します。

● 取り外しかた
1 駐車用ブレーキを解除します。

2 車軸中心のプッシュボタンを
押しながら、車軸を
車軸受けに差し込みます。

3 反対側も同様に取り付けます。

● 取り付けかた
プッシュボタン

車軸

車軸受けの軸穴

駆動輪が抜けないようにしっかりとロックされているのを確認してからご使用ください。
駆動輪の差し込みが不十分な場合、車軸のロック機構が働かず、走行中に外れて事故につながる
危険性があります。

＊車軸に差し込まれたスペーサーをなくさないように
　注意してください。

＊取付後は、駆動輪の中央を手で引っ張っても抜け
　ないか確認してください。

着脱式車輪をご使用の場合
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各部の調節のしかた 各部の調節のしかた

座面の高さおよび駆動輪の前後位置調節

車軸ブラケットの取り付け位置を
変えることで、座面の高さを調節
することができます。24インチ
車輪、22インチ車輪共に4段階
に調節できます。
また駆動輪の前後位置を変える
ことで、前後車輪間の距離を調節
することができます。
・ 座面の高さを変更したら、同時
にキャスタと駐車用ブレーキと
転倒防止装置（オプション）の
調整が必要になります。

・ 駆動輪の前後位置を変更したら、
同時に駐車用ブレーキの調整
が必要になります。

・ 車軸ブラケットとキャスタは、左
右とも同じく調節してください。

車軸ブラケット
車軸ブラケット

車軸ブラケット調節範囲

座面の高さ (mm)

駆動輪の前後位置 (mm)

24インチ

360

380

430

420

40 30 20 10 070 60 50 40 30

22インチ

340

360

380

400

■ 座面の高さを変える
1 ブレーキを解除します。 4 車軸ブラケットの取付位置を決め、ボルト（4本）と

ナット（4個）で取り付けます。

5 手順2と逆の要領で、駆動輪を車軸受けに差し
込みます。

6 駆動輪ががたつかず、車軸ブラケットがしっかり
固定されていることを確認します。
さらに、駆動輪が抜けないことを確認します。

7 反対側の車軸ブラケットの取付位置も同様に
変えます。

座高を下げたい場合はブラケットの位置を上げ、
座高を上げたい場合はブラケットの位置を下げます。

2 車軸中心のプッシュボタンを押しながら、車軸ごと
駆動輪を引き抜きます。（着脱式車輪の場合）

3 ボルト（4本）の頭を六角レンチで固定しながら、
反対側のナット（4個）をスパナなどで回して、
ボルトを取り外します。

・ 使用者を乗せたまま調節を行うのは、絶対におやめください。
・ 駆動輪車軸の前後位置は、車いすの重心バランスに重大な影響を及ぼします。不安定な位置での
使用は、転倒のリスクが増え、重篤な事故につながる恐れがあります。
　ご使用者の障害や操作スキルに合わせ、適正な位置を選択してください。

・ 座面の高さおよび駆動輪の前後位置調節は、販売店にご依頼ください。
・ 座面の高さの変更は、座面の角度に留意して調整を行ってください。
　適正な座面角度は、NOVAⅣのオーダーフォームもしくはカタログの角度表を目安にしてください。

プッシュボタン

ボルト ナット

ボルト

＊次に駐車用ブレーキとキャスタを調節してください。
（7ページ「ブレーキの調節」、9ページ「キャスタの
角度を調節する」参照。）
＊転倒防止装置を取り付けている場合は、転倒防止
装置の位置を調節してください。（11ページ「転倒
防止装置（固定タイプ）の位置調節」参照。）

■ 駆動輪の前後位置を調節する
駆動輪の位置を前寄りに移動すると、小回りがきくなど車いすの動きが軽快になり扱いやすくなります。
その反面、重心が後ろに移動するため転倒しやすくなりますのでご注意ください。

■ キャスタの角度を調節する
車軸位置を変更すると座角（フレームの前後差）が変わるため、キャスタの角度と合わなくなり適正な走行ができなく
なります。車軸位置を変更したら、下記方法に従ってキャスタの角度を調節してください。

1 前項「座面の高さを変える」の手順2の要領で、
駆動輪を取り外します。

1 内側のナットをゆるめてから
ボルト（A）を、レンチとスパナを使用してゆるめます。

2 ボルト（B）を、レンチを使用してゆるめます。

4 ボルト（A、B）をしっかりと締めた後、
内側のナットを固定します。

5 反対側のキャスタも調節します。

4 車軸受けの取付位置を決め、スパナ(30mm)
2本を使って内側のナットを締めこみます。

5 ナット横のホーローセットを、レンチで締め付け
ます。

6 駆動輪を車軸受けに差し込みます。

7 駆動輪ががたつかず、車軸受けがしっかり固定
されていることを確認します。さらに、駆動輪
が抜けないことを確認します。

8 反対側の車軸受けの取付位置も同様に変えます。

＊キャンバー付きの場合は、シャフト穴が外に
　偏っている側が真上を向くように車軸受けを
　取り付けます。

＊次に駐車用ブレーキを調節してください。
　（7ページ「ブレーキの調節」参照。）

2 車軸受け内側のナットを固定している
ホーローセットを、レンチでゆるめます。

3 スパナ（30mm）2本を使用して、車軸受け（外側）
を押さえながら、内側のナットを取り外します。

ナット ホーローセット

シャフト穴

この線が垂直に
なるように
調節します。

車軸受け

ボルト（A）
ボルト（B）

キャスタ軸

スプリングワッシャー

平ワッシャー

フレーム

図C

平ワッシャー

ボルト

調整金具

調整金具

ラック
90°

＊調整金具がラックの溝に収まっていることを
　確認してください。

3 キャスタ軸が垂直となるように、ラックの
角度を調節します。

＊垂直にできない場合は、調整金具を一旦
　取り外し、もう一方の溝にはめこんで
　調節してください。
　この時、ワッシャーの入れ忘れにご注意
　ください（右図C参照）。

initial G initial S
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転倒防止装置のクリアランス調節

各部の調節のしかた 各部の調節のしかた

フットサポートの高さ調節

使用者に合わせて、フットサポートを適切な高さに調節してください。調節は、フットサポートインナーパイプ上の
高さ調節用穴（6箇所）へのボルトの取付位置を変えることで行います。
＊フットサポートは左右とも同じ高さに調節してください。

バックサポート（背もたれ）の張り具合調節

バックサポートにはテンション式背シートを装備しております。テンション式背シートの張り具合を適切に調節
することにより、バックサポートが使用者の体にフィットし、疲れにくく安定した姿勢を保つことができます。

＊アンカーサポート機能のついたクッションと合わせて使用すると、より姿勢保持の
効果が得られやすくなります。
＊過度の調節（ゆるめすぎ、締めすぎ）はかえって姿勢を崩すことになりますので、
十分注意して行ってください。
＊リハビリセラピストまたは販売員のアドバイスを受けられることをお奨めします。

1 駐車用ブレーキレバーを引いて、両輪のブレーキ
をかけます。

1 駐車用ブレーキレバーを引いて、両輪の
ブレーキをかけます。

2 下から上の順に、ベルトの面ファスナーを
貼り直してベルトの張り具合を調節します。
ヒップシートの張り具合も同様に調節します。

3 フットサポートを適切な高さに調節し、ボルトを
通す穴を決めます。

4 フットサポートフレームの穴①から手順3で
決めた穴に、ボルトを通します。

5 ボルトの頭をレンチで固定しながら、反対側の
ナットを締め付けて固定します。

6 もう片方のフットサポートも同じ高さに調整します。

2 上側のボルトの頭をレンチで固定しながら、
反対側のナットをスパナなどで回して外し、
ボルトを取り外します。下側のボルトは、
レンチでゆるめて取り外します。

セパレート
フットサポート

ジョイント
フットサポート

ナット ボルト

フットサポートフレーム
穴①
穴② フットサポート

インナーパイプ

＊セパレートフットサポートの場合はボルト2本、
　ジョイントフットサポートの場合はボルト1本を
　外します。

＊調節は使用者を乗せた状態で行ってください。
＊背アウターシートを外して調節を行うと、効果を
　確認しやすくなります。

＊セパレートフットサポートの場合は、穴②にも
　ボルトを取り付けます。

＊フットサポートがしっかり固定されていることを
　確認してください。

面ファスナー

ヒップシート

転倒防止装置と地面とのクリアランスを調節することができます。
＊座面の高さを変えたときは、必ず転倒防止装置のクリアランス調節を行ってください。
＊転倒防止装置は左右とも地面とのクリアランスが同じになるように調節してください。

転倒防止装置の格納

転倒防止装置の旋回軸上面を押し下げながら、内側に回し込んで
ロックさせます。

＊使用する際は転倒防止装置を手前に引き出しロックされている
　ことを確認してお使いください。

取付角度の調節

1 車軸ブラケット後方のボルト（2本）をレンチと
スパナを使用してゆるめます。

2 Aの面と床が平行になるように転倒防止装置の
傾きを調節し、手順1でゆるめたボルト（2本）を
増し締めします。

3 同様に反対側も調節します。

クリアランスの調節

1 ロックピンを指で押し込み、転倒防止装置を
前後にスライドさせて適切な位置に調節して、
固定する穴を決めます。

2 手順1で決めた穴にロックピンを固定し、確実に
固定されたことを確認します。

3 もう片方の転倒防止装置も同じ位置に調整します。

ボルト

A面

ロックピン

ナット ボルト
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